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ユ 1 自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう

1 きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

1 ，礼儀を正しくし､う到引′”る毒つくりましょう ‘＃

1 元気d動き、豊かなまちをつくりましょう

1 思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう
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新
学
期
は
、
子
供
の
交
通
事
故
が
心
配
さ
れ

る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
特
に
行
動
範
囲
が
グ

ッ
と
広
が
っ
た
り
、
新
た
に
自
転
車
を
利
用
し

始
め
た
り
す
る
新
入
学
（
園
）
児
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

道
路
に
い
き
な
り
雁
ぴ
出
し
て
く
る

段
０
１
、

子
供
に
ハ
ヅ
と
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
力

よ
く
あ
り
ま
す
が
、
子
供
は
時
と
ｌ
一
て

大
人
が
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
行
動

を
と
り
、
聿
岐
に
つ
な
が
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
子
供
を
交
通
蝸
岐

か
ら
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
、

次
の
よ
う
な
ｆ
供
の
特
性
を
十
分
蝿
解

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
子
供
は
、
｜
つ
の
こ
と
に
注
意
が
向

く
と
、
周
り
の
も
の
は
目
に
人
ら
な
く

な
る
。

●
子
供
は
、
物
明
を
単
純
に
し
か
叫
解

て
き
ず
、
考
え
方
も
自
己
中
心
的
に
な

り
が
ち
。
〃
口
一
分
が
黄
色
い
旗
を
あ
げ
れ

ば
、
束
は
必
ず
止
ま
っ
て
く
れ
る
も
の

と
思
い
込
み
が
ち
で
あ
る
。

●
ｆ
供
は
、
応
川
的
な
動
作
が
で
き
な

い
。
い
つ
も
通
る
道
で
は
交
迦
ル
ル

は
守
れ
る
が
、
知
ら
な
い
道
で
は
守
れ

な
い
。

●
ｆ
供
は
、
「
あ
ぶ
な
い
よ
」
と
か
「
挑

営
し
な
さ
い
」
と
い
う
よ
う
な
抽
象
的

Ｊ 一一
子
供
の

一

一
行
動
特
性
を
知
ろ
う
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子
供
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
に
は

ｆ
供
の
特
性
を
理
解
し
た
上
で
、
次
の

点
を
具
体
的
に
指
導
し
て
い
く
こ
と
力

人
辨
で
す
。

１
、
実
際
の
通
学
（
園
）
時
間
に
介
わ
せ

な
言
葉
だ
け
で
は
よ
く
理
解
で
き
な
い
。

ｕ
〈
体
的
な
行
動
を
通
じ
て
理
解
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
．

●
子
供
は
、
大
人
や
年
上
の
ｒ
め
ま
ね

を
す
る
。

●
子
供
の
視
点
は
大
人
よ
り
も
低
い
。

晩
小
中
の
巾
な
ど
が
あ
る
場
介
、
大
人

に
は
先
を
Ⅱ
と
お
せ
て
も
、
〃
ｌ
供
に
は

見
え
な
い
こ
し
〆
｜
が
あ
る
。

一
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ｌ

ｉ
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ｉ
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ｌ
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実
例
を
あ
げ

盾
傭
岬
囎
埠
惟
し

て
、
保
禮
者
と
児
童
が
実
際
に
そ
の
通

学
（
卿
）
賂
を
何
Ｍ
か
辿
っ
て
、
肺
号
機

道
路
標
識
の
兇
万
、
横
断
歩
道
の
正
し

い
渡
り
方
を
指
導
す
る
。

２
、
寝
る
前
に
翌
日
の
準
備
を
済
ま
せ

る
よ
う
習
惟
づ
け
る
。
ま
た
、
登
校
時

間
に
余
裕
を
も
た
せ
、
忘
れ
物
が
な
い

か
ど
う
か
蓋
校
前
に
必
ず
点
柿
す
る
よ

う
習
慣
づ
け
る
》

３
、
帰
宅
後
、
遊
び
に
行
っ
て
よ
い
範

囲
や
帰
宅
時
間
な
ど
を
、
旧
宅
か
ら
の

距
離
や
交
湘
畷
塊
を
冴
え
て
決
め
、
〃
ｊ

供
に
し
っ
か
り
守
ら
せ
る
よ
う
折
導
す

、
″
争

う
否４

、
子
供
に
自
抵
卓
を
利
用
さ
せ
る
場

合
に
は
、
〃
Ｉ
供
の
年
齢
、
体
力
、
能
力

な
ど
を
好
え
て
体
に
適
し
た
川
に
小
を

選
び
、
ま
た
、
乗
る
場
合
は
必
ず
点
怖

（
）

手をあげて横断歩道をわたろうね

一
県
民
交
通
災
害
共
済
は
、
県
内
の
す

｛
べ
て
の
市
町
村
で
つ
く
っ
た
制
度
で
、

一
加
入
渦
が
、
交
辿
謂
收
に
あ
わ
れ
た
場

ｘ
口
に
、
兄
川
金
が
文
払
わ
る
も
の
で
す
。

で
易
制
度
は
、
１
年
ご
と
の
更
新
で
す

一
か
ら
、
い
ま
加
入
し
て
い
る
方
は
３
月

一
別
Ｒ
で
剛
限
が
き
れ
ま
す
。

一
師
年
艇
分
（
４
川
１
Ⅱ
か
ら
１
年
間
）

一
に
つ
い
て
、
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
の

三
』
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
済
ま
し
て
く

一
だ
さ
い
〔
・

一
加
入
し
て
い
な
い
方
や
、
子
仙
会
、

一
川
休
、
Ⅲ
推
叶
な
ど
で
も
川
人
で
き
ま

一
寸
。
団
体
で
加
入
し
ま
す
と
、
加
入
惟

一
進
協
力
者
報
償
金
と
し
て
、
加
入
者
１

－
人
に
（
ノ
き
別
円
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

一
（
、
）
会
費
は
１
年
間
お
と
な
６
０
０
円
。

了
ｉ
供
（
巾
確
唯
以
下
）
３
０
０
円

一
○
見
灘
企
は
、
殿
高
１
０
０
″
円
（
死

亡
の
場
合
）

傷
博
の
場
合
は
２
万
円
か
ら
鋤
万
円

ま
て
の
９
段
階
で
す
ゞ

○
川
人
て
き
る
″
は
、
仇
乢
溌
緑
が
ざ

札
て
い
る
力
で
、
外
倒
人
て
も
（
登
録

し
て
あ
れ
は
）
加
入
で
き
ま
す
〆

○
加
入
め
申
し
込
み
は
、
会
溌
を
添
え

て
、
巾
役
叶
巾
民
相
談
室
、
ま
た
は
、

補
会
の
血
絡
Ｈ
さ
ん
へ
、
旧
桜
お
伽
い

し
ま
す
必 ひ

と
月
犯
円
で
溌
識

川
万
円
の
見
舞
金

県
民
交
通
災
害

共
済
に
加
入
し
よ
う
口

(2)
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あ
ぶ
な
い
よ
車
が
見
え
な
い
ま
が
り
か
ど

危
険
で
す
寝
不
足
積
み
過
ぎ
飛
ば
し
過
ぎ
蕊

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
も
も
う
一
度
右
左

新たな交通規制3か所師
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

＠福田薬局手前右柵禁 11

＝ I
刊
亘
６
号
線
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Ｉ
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－

１
４ す

る
よ
う
に
桁
導
す
る
。
り
け
を
Ｉ
分
に
戦
え
て
か
ら
、
除
々
に
〃
ｌ
供
の
』
父
岨
半
故
を
防
ぐ
に
は
、
以
一

５
、
自
転
申
を
安
全
に
利
用
さ
せ
る
に
道
路
に
な
こ
ま
せ
る
よ
う
に
す
る
。
ま
ｌ
の
点
を
よ
く
わ
き
ま
え
る
し

し
｜
も
に
↓

は
ま
ず
、
空
き
地
や
公
園
な
ど
安
全
た
道
路
環
境
や
交
通
量
を
苛
盧
し
て
、
わ
か
子
め
性
格
を
よ
く
考
え
、
Ⅱ
常
生
一

な
場
所
で
、
安
全
な
無
り
方
、
特
に
正
自
転
車
に
鞭
っ
て
も
よ
い
区
域
、
時
川
禍
の
な
か
で
具
体
的
に
指
導
し
て
い
く
一

し
い
止
ま
り
〃
と
交
蝶
点
の
安
全
な
漣
な
ど
を
指
定
し
て
利
哨
さ
せ
る
。
二
と
か
眼
要
で
す
。
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一
寸

／
、
だ
っ
て
い
ま
す
一
九
十
七
年
Ⅲ
月
か
ら
翌
年
の
三
Ｈ
ま

『
で
の
一
年
分
の
定
額
保
険
料
は
、
六
″

交
通
安
全
広
報
塔
一
一
一
Ｉ
ハ
削
叫
卜
川
で
す
が
川
月
巾
に

一
ま
と
め
て
納
め
る
と
、
六
〃
干
凹
三

‘
吋
胴
さ
１
メ
ー
ト
ル
の
一
一
の
鳩
は
、
一
ト
リ
と
な
り
、
ｒ
ｈ
ｎ
十
川
の
削
引

交
辿
安
全
を
伽
っ
て
、
次
の
″
々
が
尚
一
き
し
｜
な
り
ま
す
。
付
川
年
金
は
、
六

城
地
Ⅸ
交
汕
疫
全
協
会
へ
蝶
吋
僻
し
、
高
一
″
し
下
川
〆
ｕ
四
十
川
が
、
ｒ
』
ハ
百
三

献
僻
察
料
に
建
て
て
あ
る
も
の
で
す
。
－
１
円
割
引
き
さ
れ
、
六
〃
八
千
八
百
十

Ｍ
側
拠
雌
伸
式
会
祉

一
円
納
め
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

雌
川
昭
一
、
根
心
昇
、
松
本
基
一
前
納
す
る
と
、
納
め
に
行
く
手
間
も

鈴
木
昭
司
、
大
友
一
衞
》
与
十
、
内
ら
三
ｔ
‐
ソ
』
よ
〃
、
↑
．
‐
圭
ｊ
龍
ｒ
ひ

省
け
、
納
め
忘
れ
も
な
く
な
り
ま
す
の

－－巨
古．E
lp」

朏
叩
場

榔
幸
月
峠
川
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』
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Ｊ
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０
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ｌ
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蹄
可
少
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小

ﾂを

校

）

照：丈

, lik
ユミ

場館

、
Ⅲ
ふ
み
榊
剛

敬
称
略
順
不
同
）

”殉 晩制か川

D歩付者用道路（スクール‘ノーン

'F前7時30かから8時30かまて

(HHf､休日を除く ）

国
氏
年
余
に
加
入
し
て
い
る
み
な
さ

｝
ん
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

一
ん
か
ゞ

一
八
Ｉ
六
年
度
分
の
保
険
料
は
、
川
Ⅱ

一
三
卜
Ｈ
ま
で
に
納
め
な
い
と
、
巾
役
叶

一
で
は
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
山
桜

｝
社
会
保
険
事
務
所
に
納
め
る
か
、
社
会

一
保
険
事
務
所
か
ら
納
付
書
を
発
行
し
て

一
も
ら
っ
て
、
郵
便
局
ま
た
は
、
銀
行
へ

一
払
い
込
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

↑
も
う
一
度
納
め
忘
れ
か
な
い
か
確
か

》
力
て
み
ま
し
ょ
、
７
皇

一
国
民
年
金
保
険
料
の
「
舸
納

｜
と
は

二
年
一
分
の
保
険
料
を
前
も
っ
て
納
め
る

一
と
、
保
険
料
が
割
洲
き
さ
れ
る
制
度
で

で
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

一一一一

守
Ｉ
ｉ
１
６

国
民
年
金
の
保
険
料
は

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
Ⅷ
《

保
険
科
の
前
納

割
引
き
に
な
り
ま
す

９
０
７
ト
ト
、
７
０
ト
ト
山
ヴ
ト
ト
ト
‐
Ｉ
卜

は

(3)
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に期待される公民館活動

一

一

▲心をこめて（書道講座）

…

惨
さ
て
で
き
あ
が
り
は

鶴

（
七
宝
焼
ク
ラ
ブ
）

蕊

ゞ
逆

鯵
鯵鯵
鱒

昨
年
の
六
月
待
望
の
書
道
黙
座
初
日

蕊
、
唖
諏
蝉
泳

そ
ら

札
た
次
第
て
す
．

四
年
前
、
巾
報
の
小
さ
、
葱
二
一
一
口
４
１
リ

、
コ
ー
〕

訓
升
一

‘－１ｌ

私
た
ち
初
級
生
は
、
ま
ず
文
字
三
体

Ⅲ
Ⅱ
ミ
川
力
さ
れ
て
老
人
学
級
に
一
入
学
し
ま
し
た
”
定
義
か
ら
、
か
な
の
基
本
そ
し
て
人

１
１
二
℃
、
、

川
力
Ⅱ
日
を
重
ね
る
に
従
い
交
遊
は
潤
字
よ
り
細
字
に
う
つ
る
筆
つ
か
い
な
ど
、

Ⅲ

川
い
、
併
々
の
講
減
、
研
修
、
ク
ラ
ブ
柄
禁
谷
先
生
独
得
の
貴
重
な
経
験
談
を

川
動
等
、
年
甲
斐
も
な
く
胸
ふ
く
ら
ま
す
ま
じ
え
な
が
ら
、
熱
意
に
満
ち
た
ご
指

川
程
に
充
実
し
た
学
洲
の
連
続
で
し
た
。

淳
の
も
と
で
、
最
近
は
色
紙
の
吉
き
方

大
学
で
は
先
進
地
研
修
に
毎
年
県
外
二
群
の
ち
ら
し
法
を
勉
強
中
で
す
。

川
視
察
に
出
か
け
ま
す
が
、
そ
の
つ
ど
わ

川
か
公
民
館
の
指
導
企
山
に
ひ
そ
か
な
優

認
嚥
鐸
群
癖
》
録
大
高
輕
球
し

川
越
嘘
を
残
し
て
帰
る
次
第
で
し
た
。

Ⅱ山

三

三

三

三

三

三

三
一

三

一

三

三

一

三

三
一
一
一

三

一

三

三

三

一
一

三

三

三

三

三

三

三

差

玲
靜
癖
碓
密
壁
》
大
高
麺
注
加

三
一

三

三

差

（
》

ｉ
（
安
良
川
）

川
私
た
ち
は
、
絵
の
受
譜
生
と
し
て
毎

川
月
二
Ⅱ
、
約
二
時
間
の
絵
の
勉
強
を
し
、

ｊ
１

級
川
講
師
伊
藤
竜
馬
先
生
の
懇
切
丁
寧
な
ご

当
テ
川

者
‐
指
導
に
よ
り
、
み
な
さ
ん
個
性
の
あ
る

誰
州
立
派
な
絵
が
棚
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

く
川
た
。
二
月
十
八
日
無
事
修
了
式
。
振
り

戸
Ｌ
Ⅲ

跡
川
返
え
っ
て
み
る
し
“
↑
、
受
講
生
の
半
数
は
、

こ
川
若
い
奥
さ
ん
方
で
、
非
常
に
熱
心
で
上

手
匙
Ⅲ

い
川
手
に
な
り
ま
し
た
。
夏
は
、
豊
浦
海
岸
、

ら
Ⅲ
お
正
月
に
は
、
平
潟
の
港
風
景
の
写
生

ね
川

▲
川
会
、
そ
し
て
レ
ク
リ
↓
‐
一
ｌ
シ
ョ
ン
な
ど

Ⅲ
楽
し
い
思
い
出
か
一
杯
で
し
た
。

(4)
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さら◇
や
ｌ
本
人
で
あ
る
こ
と

の
確
認
を
と
り
ま
す
ｌ
や

申
請
書
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
、
次
の
い
ず
れ
か
が
必
要
で
す
。

①
運
転
免
許
証

②
官
公
署
発
行
の
許
可
証
も
し
く
は
身

印
鑑
登
録
の
申
請
は
、
本
人
が
直
接

行
う
の
が
原
則
で
す
。
本
人
が
壷
鍬
す

る
印
鑑
を
も
っ
て
民
生
部
市
民
課
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

や
む
を
得
ず
代
理
人
に
依
頼
す
る
場

合
は
、
委
任
す
る
旨
を
証
す
る
書
面
（
委

任
状
か
代
理
人
選
任
届
）
を
添
え
て
く

だ
さ
い
。
本
人
以
外
は
同
一
家
族
の
方

の
も
の
で
あ
っ
て
も
全
て
代
理
人
扱
い

と
な
り
ま
す
。

印

群 舞F審

雫許 癖，､

． …き: 零 謬鳶
垣 酷罐

，:番, ; :蕊憩
鼻？、啓“

魂
』f

の
韓
亨
騨
予
↑

＃

学
ｌ
文
書
で

照

会

を

学

登
録
申
請
釣
さ
い
、
本
人
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
な
い
と
き
や
、
代
理
人

に
依
加
し
た
と
き
は
、
そ
の
場
で
の
印

錨
登
録
証
の
発
行
お
よ
び
証
明
書
の
交

付
は
で
き
ま
せ
ん
。

確
認
の
た
め
、
照
会
書
を
申
請
者
の

お
宅
あ
て
に
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、

分
証
明
書
（
写
真
付
き
で
プ
レ
ス
印
の

あ
る
も
の
）

③
外
国
人
登
録
証

①
～
③
の
証
明
書
な
ど
が
な
い
方
は

保
証
人
が
必
要
で
す
。
そ
の
場
合
は
、

市
内
で
印
鑑
登
録
を
受
け
て
い
る
人
の

登
録
証
と
登
録
印
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

…

潮
の
ま
う
に

叢

▲

個性ある絵を（絵画講座

＝-

糸
？
ｌ
登
録
が
で
き

な
い
印
鑑
１
秒

①
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
、
外
国
人
登

録
原
票
に
記
録
さ
れ
て
い
る
氏
名
、
ま

た
は
氏
も
し
く
は
名
を
表
わ
し
て
い
な

い
ｊ
Ｕ
の

②
職
業
・
資
格
・
そ
の
他
氏
名
以
外
の

こ
と
か
ら
を
表
わ
し
て
い
る
も
の

③
漢
字
を
か
な
に
、
ま
た
は
か
な
を
漢

字
に
直
し
て
表
わ
し
た
も
の

④
ゴ
ム
印
・
そ
の
他
印
材
め
変
化
し
や

す
い
も
の
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
・
叩
や
指
輪
印

な
ど
）

⑤
印
影
の
大
き
さ
が
一
辺
の
長
さ
８
…
Ⅷ

財
以
上
路
§
－
Ｍ
以
下
の
正
方
形
に
収
ま

ら
な
い
も
の

’
’
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
一
ｍ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
か
ら
川
変
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
中
の
川
答
諜
に
必
要
な
こ
と
力
ら
実
印
同
様
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
川
ま
た
、
多
く
の
友
達
に
も
、
め
ぐ
り
会
う

Ｌ
、

を
記
入
し
て
本
人
ま
た
は
代
理
が
面
接
（
登
録
証
を
忘
れ
ま
す
と
、
証
川
許
は
川
こ
と
か
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ぜ

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
川
答
普
と
引
き
交
付
で
き
ま
せ
ん
。
）
万
一
、
紛
失
ま
川
ひ
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
え
に
印
蜥
登
鉢
仙
を
お
渡
し
し
ま
す
》
た
は
汚
仙
し
た
と
き
は
、
藍
録
し
血
し
皿
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
一
三
三
一
一
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
一
三
三
三
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一

め

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
血
ち
に
川
け
た
と
き
も
同
様
で
す
。
詳
し
く
は
、
市

や
Ｉ
登
録
が
で
き

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
実
印
を
紛
失
し
民
課
へ
ど
う
ぞ
。

I］

川
㈱
半
故
防
止
の
た
め
、
巾
収
さ
れ
て
い
Ⅲ

くれ

川
る
印
鍬
（
い
わ
ゆ
る
三
文
判
な
ど
）
の
川
家
庭
の
主
婦
と
し
て
必
要
な
知
識
を

り作
川
登
録
は
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
手
彫
り
の
川
絲
験
豊
か
な
専
門
の
先
生
方
の
話
や
、

手
川
意
見
を
聞
き
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

Ｉ
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
・

も

て
川
動
を
と
う
し
て
、
家
庭
の
、
王
帰
同
志
か

似
．
Ｉ
印
鑑
登
録
証
ｌ
や
川
ら
、
豊
か
な
明
る
い
家
庭
づ
く
り
を
す

つい

Ⅲ
積
極
的
に
ど
ん
ど
ん
交
流
を
深
め
な
か

とん
▲
な
川
印
鑑
登
録
証
（
カ
ー
ド
）
は
印
鑑
登
川
る
こ
と
が
婦
人
学
級
の
目
的
で
す
。

Ⅲ
録
証
明
書
を
受
け
る
と
き
に
必
ず
持
参
川
私
は
、
婦
人
学
級
を
と
う
し
て
、
大

(手 芸クラブ）

' ' ' 1 1 ⅡⅡ ⅡⅡⅡ

欠読⑥
けが印
てで影
いきが

るな不

もい鮮
のも ’ 1月

D

のあ
、 フ

‘e

まい
J′ ら ノート

／－ 巾斗

／十ヶ
U季へ

一宇
ハ:|jの
が、II

l l l l l l lⅡl l l l l l l

Ⅱ

川
⑦
そ
の
他
特
に
不
迪
当
と
耐
め
ら
札
る

、
ノ
、
１
ノ

ｆ
」
グ

(印鑑登録）
ー．

できないできる

一
一必
剴
ザ

一
戸
一
へ
）
一
》

Ｉ
ハ
レ
ピ
、
、

１
１

廷
一
》
十
Ｐ
斧￥

～

｡一腸

/ffﾐみ、ｈ
】

△
司
会

唾
。

÷ぜ－罰
へ ､

f暗jJ'r' ,'
{坐_～／ 金

へ
杉 〃烏

ふノ
ー

~~－25Wh!一一一=一

8咄

0

沼
田
由
美
子さ

ん

（
大
和
川
）

この中に収まる

ものは登録でき

ません。 ’
二の中に収まるものは

登録できます ’
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松
本
厚
さ
ん

（
東
本
町
）

こ
の
章
は
、
交
通
安
全
に
多

大
の
功
績
の
あ
っ
た
人
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
、
第
”
回
交
通
安

全
国
民
連
動
中
央
大
会
に
お
い

て
、
常
陸
宮
、
川
妃
川
殿
卜
ご

臨
場
の
も
と
に
、
束
本
川
の
松

本
厚
さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
「
緑
十
字
銀
章
」
は

茨
城
県
内
ｕ
人
で
、
そ
の
、
う
ち

の
１
人
と
し
て
、
映
え
あ
る
栄

誉
に
輝
き
ま
し
た
。
高
萩
地
区

ロ

交
通
栄
誉
章

「
緑
十
字
銀
章
」
を
受
章

’ 鍵簿 査’
3月27日 （土）

午後2時～4時

文化会館

高田敏子

第1 1nl武内俊子賞受賞

第37回室生犀星賞'受賞

「くらしの中の詩の心」

高萩市商工会

高萩PTA連絡協議会

口

戸、し 至
当こ ご

〕ところ

〕I満師

多
賀
畜
産
農
業
協
同
組
合
（
本
川
）

は
、
創
立
八
十
周
年
の
記
念
弔
業
と
し

て
「
多
賀
駒
史
一
を
発
刊
、
関
係
者
か

○瓶題

○主催

多
賀
畜
産
農
協
創
立
八
十
周
年
を
記
念
し
発
刊

つ
」Ｉ（

）

溌溌
豈

二

＝

＝

＝

三
一

つ
一

I

市では、 57年度の市政モニターを募
三
三柴しています。募集の内容は次のとお
三

ミ リです。
三

三 ○査絡市内に居住している公峨をも
三

三三 たない人で、市政モニター未経験者
三
三 に限る。
三

三 ○募集人貝 20名
三

三 ○任期 57年4月1日から58年3月31
三

三 日までの1年間
三 ．

三 ○モニタ の活動内容市政に対する
三

三三 意見・要望・情報の提供・アンケー
三

三 ｜､の回答・連絡会議の出席など。
三

三 ○応募の方法はがきに住所、氏群, 、
三

三 ． 年齢、職業を記入して郵送のこと。
三

三三 ′i萢話でも結構です”
三

三 ○応募の締め切り 3月20H
三

三 ○|旧し込み先高萩市本町1-100
三

三 高萩市役所市長公室広報広聰係
三

三 （電話③2111内線235)へと,うそ、

ら
、
こ
れ
ま
で
多
賀
駒
に
つ
い
て
の
資

料
が
な
か
っ
た
だ
け
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

「
多
賀
駒
史
」
は
、
Ａ
５
川
二
百
七

過
－
‐
↑
／
、

’

一
、
シ

Ⅱ
ド
化
也
〃
の
賜
の

１
４
〃
－
１
１
Ｊ

雌
山
ま
野
く
、
山
心
Ⅲ

１
ｊ
Ｊ

０
Ｉ
・
〆
，
ｒ
ｆ
ｈ
リ

１

１

〃

Ｐ

４

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｊ

時
代
に
さ
か
の
ほ
る

膨
牌
嫌
悪

史
は
古
く
、
触
川

賀
出版された「多賀駒史」

八
章
に
わ

』
し
謡
か
。
‘
十

参
・
・
ｌ
〆
』
岫
川
１
Ｊ

村
に
か
畔

草
は
草
創
期
の
馬
産
世
に
残
そ
、
「

川
の
迎
び
と
な
っ
た

ま
川
Ⅷ
〃
へ
ｐ

ｒ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ト
ト
、
、
Ｊ
イ
Ⅱ

っ
た
め
で
、
糾
合
の

状
況
。
六
章
は
閥
か
ら
牛
へ
。
七
草
は

史
」

馬
と
人
、
八
章
は
同
組
合
の
歩
み
と
な

っ
て
い
る
。

ふ
し
発
刊
大
能
牧
場
が
開
設
さ
れ
た
の
は
、
江

戸
時
代
、
こ
れ
か
高
蔽
て
の
馬
産
を
は

駒
に
つ
い
て
の
資
じ
め
た
第
一
歩
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

に
喜
ば
れ
て
い
る
⑫
後
、
生
産
も
ふ
え
、
賜
巾
か
開
か
れ
る

Ａ
５
川
二
百
七
よ
う
に
な
り
、
「
尚
蔽
の
賜
巾
」
と
い

ｌ
ジ
。
え
ば
、
全
川
的
に
も
打
橘
に
な
り
、
業

川
応
化
也
〃
の
賜
の
者
は
、
火
北
、
北
獅
辿
か
ら
も
柴
ま
つ

１
４
〃
－
１
１
Ｊ

た
。
賜
市
で
は
、
手
州
に
か
け
た
子
馬

代
に
さ
か
の
ほ
る
と
の
別
れ
に
涙
を
流
す
農
家
の
主
婦
の

、
資
料
は
ま
ば
ら
姿
か
み
ら
れ
た
と
い
う
。

、

「
多
撹
駒
」
を
ま
現
在
、
旧
多
賀
柵
（
北
茨
城
市
、
高
萩

め
た
も
の
は
な
か
市
、
十
王
川
）
は
、
脂
か
ら
牛
に
生
産

た
め
で
、
糾
合
の
惟
換
さ
れ
、
〃
柑
峠
牛
〃
の
生
産
地
と

念
州
災
と
し
て
光
し
て
発
展
し
つ
づ
け
て
い
る
。
こ
の
よ

の
迎
び
と
な
っ
た
“
う
な
岻
換
過
佛
も
「
多
例
肋
史
」
の
な

「
多
凹
駒
史
」
は
か
に
、
淋
し
く
し
る
さ
れ
て
い
る
。

章
に
わ
か
れ
、
一
関
係
者
は
、
「
多
側
駒
の
歴
史
を
後

は
草
創
期
の
馬
産
世
に
残
そ
う
と
、
組
合
創
立
八
十
周
年

章
か
ら
五
章
ま
で
を
記
念
し
て
発
刊
し
た
。
ま
た
、
こ
の

大
正
、
昭
時
代
に
生

の
馬
鹿

け
た
情
熱
を
こ
こ
に
脚
現
止

｛
‐
率
）

先
輩
の
努
力
と
馬
に
か

宙
産
農

家
が
い
ま
収
り
組
ん
で
い
る
常
陸
牛
の

産
地
形
成
の
州
と
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば

よ
い
い
と
附
し
て
い
る
。

「
多
批
肋
史
」
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
多
側
畜
産
農
業
協
何
組
合

（
泄
砧
２

３
０
４
７
）
ま
た
は
、
市

役
所
農
林
課
（
電
話
３
１
２
１
１
１
内

線
２
６
２
）
へ
ど
う
ぞ

一 ~口

〃
定
価
二
、
○
○
○
円
〃

軌すんでますか蕊蝿

織;市県民税の申告、

市県民税の申告は3月15日までです。

まだ申告かすんでいない方は早めに申

告してください。

（6）
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「
こ
の
高
萩
市
を
知
り
、
こ
の
上
地

に
い
く
唄
れ
た
い
。
ま
た
、
填
迷
も
な

か
っ
た
の
で
、
勤
労
青
少
年
ホ

ム
を

利
用
す
る
こ
と
が
一
番
よ
い
と
思
っ
て

利
用
し
は
じ
め
ま
し
た
酉
と
話
す
の
は

野
本
紀
代
ｆ
さ
ん
（
昭
歳
）

都
内
の
規
大
を
卒
業
し
て
、
市
内
に
住

鋤ズ。－ぬ．ア空ア、 ”…箪一麹

み
と
砧
し
て
く
れ
ま
し
た
。

礎

謬 ん
の
ご
協
力
か
あ
っ
た
れ
は
こ

そ
で
す
。
う
れ
し
さ
の
あ
ま
り
渦

す
言
柴
も
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族

全
員
で
叫
ん
で
い
ま
す
凸
と
譜

大
I

交
通
安
全
協
会
で
は
ゞ
初
の
受

章
と
な
り
ま
し
た
。

松
本
さ
ん
は
、
交
通
安
全
協

会
発
足
当
時
か
ら
、
交
通
安
全

思
想
の
啓
も
う
に
努
力
さ
れ
、

ま
た
、
良
識
あ
る
交
迪
社
会
人

の
育
成
を
日
指
し
、
常
に
弔
収

防
止
に
貢
餓
し
て
き
ま
し
た
。

「
こ
の
う
え
な
い
感
激
で
す
。

「
私
の
受
章
か
、
』
父
旭
安
全

に
努
力
さ
れ
て
い
る
〃
々
の
励

み
に
な
れ
ば
、
こ
の
ｋ
な
い
唯

せ
で
す
凸
と
、
雌
後
に
し
み
じ

つ
一

丁
ｊ
Ｊ
ｐ
当
’
１
，
寺

●
Ⅳ
催
惟
‐
も
ナ
鄙
〃
く
、

れ
、
ま
し
た

鑑

苧
な
さ

総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
が

あ
れ
ば
…
…

f鯵露鍛癖鱗蕊辮需…“…蝋職鐸蕊蟻鵜…峰"…窺鰯蝿…欄 購認蟻息斡瞥ん
で
３
年
に
な
る
と
い
う
．
都
会
育
ち
の

た
め
か
、
は
っ
き
り
紬
す
言
葉
め
巾
に
は

現
代
っ
子
ら
し
さ
で
み
な
ぎ
っ
て
い
る
ゞ

「
高
裁
に
米
た
こ
ろ
は
、
何
半
に
も

低
抗
を
感
じ
た
が
、
今
で
は
、
性
み
よ

い
ま
ち
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
Ｉ
）

レ
ク
リ
エ

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
狗
な
も

の
や
総
合
ス
ポ

ツ
公
胤
み
た
い
な
も

の
か
あ
る
と
よ
い
で
す
ね
吟
と
も
話
し

て
く
れ
た
。

灘識 ……

:蹄Wu

誉
まもなく完成

高萩市民センター＝
瀞

鱗

聯
イl川修会航（存| |川）の跡地に建

錯被されています~”地域社会のi円勤

；の場として、集会の場、 各癖尚習
!‐ 会、腱,｣§会および各繩111 ,淡業務な

ど多|｣I'l(Jにイlll llできます。

霧

#蝋

〃
時
間
を
大

切
に
、
そ
の
場

そ
の
場
を
怖
い

の
な
い
よ
う
に
〃

を
モ
ヅ
ト
ー
と

し
て
い
る
。

ホ
ー
ム
の
連
営
委
員
で
も
あ
る
。
書

道
琳
座
を
う
け
て
い
た
が
、
今
は
、
専

門
的
に
書
道
を
習
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

「
ホ
ー
ム
の
利
用
は
、
閉
歳
レ
｜
な
っ

て
い
る
け
れ
ど
、
若
い
人
の
ア
ド
バ
イ

サ
ー
と
な
《

〆
Ｌ
非
眺
｝
、
。

｝
〃
ノ
ト
ト
、
１
１
１
，
１
Ｖ

鉄筋コンクリー|、 3階建

743.871''多
く
の
人
が
利
川
し

》

誉
地域住民のコミュニティ中枢施設

として期待されています。

§

ｒ

ｌ

－

＝ 一室 蕾

上君田生活改善センター
三

〃 三

地 ＝ この生椚改詳センターは、
域 三 木辿､Iz膝挫で、玄関ホール、
消 言 fU室2間、 大会巌室‘ 1洲川隼
防 皇 があり総川職は270.77111 ｡
力 亨 農家や林家など地域の生活
の 臺 改蒋普1史のi&洲、州:修などを ‐ 室≦

強 三 j岨じて喋会の場を提供し、冊 =
化 言 祉のliﾘ｣:をねらいとしていま
〃 三 す。

三
＝：

三

三

弔II II l l I l l l l l I l ll Ⅱ I l I ⅡI ll l l l l Il l I ll Ⅱ lⅡ I l l I l I Ⅱ l I l l Ⅱ l l I l l l l I l lⅡl l l l l ll l l l l lⅡ1 1 1 l I l I l ll I ll Il l I l I ⅡⅡ 川'1 ｜1 1Ⅱl I l lI ll l l ⅡIHl l l ⅡⅡl l ll ll l ⅡI II I I l l i I l

Ｆ
霧

第
９
分
団
詰
所
（
台
高
萩
）

鉄
骨
造
２
階
建

幸

ー

唾

３
え唾塞一《
》

》
拱
鎚

Ｊ

、

“
！
“
ざ
ｆ
牟
亀
期
も

、
“

設鋸

…

藤蕊鰯篭 l l Il l ll l l i l l lⅡll l

〃
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
〃

ｌ
公
共
下
水
道
事
業
ｌ

下
水
道
汚
水
本
管
布
設

全
延
長
３
２
２
メ
ー
ト
ル

高
浜
町
の
市
営
住
宅

５
階
建
訓
戸

３
月
末
ご
ろ
入
居
予
定

(7)
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うに生活できる

体力テスト集

つ

1

全
国
平
均
と
比
べ
る
と

握
力
は
上
回
り
、
垂
直
と
び
は
下
回
る

｜ K贋I Cll］

ｒ
Ｆ
Ｌ

５
０

６
６

５
０

６
６

力〉<握<垂直とび〉

１
１
１
１
へ

ｑ
弐
一
一
一

〈男子＞

－－－全国平均
一一一一高戸地区

<女｣で-＞

－全国平均八
同気
uu

Ｆ
「
Ｊ

Ｆ
Ｒ
Ｊ

（
》

韓

馳

群吉日+1hⅨ
1石1r‐陽些’

4 ，

～冬、,ﾐｰ
、ー、

)0 >U、

、、、
､、、八

（
反
復
横
し
」
ひ
．
ジ
グ
ザ
グ
ド
リ
ブ
ル
・
急
歩
は
省
略
し
ま

45
4『？

＋□

、/′

こ
の
テ
ス
ト
は
、
三
十
歳
か
ら

六
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
健
康
な
壮

年
層
の
人
を
対
象
に
、
日
常
生
活

の
墓
本
と
な
る
体
力
を
確
か
め
て
、

健
康
に
自
信
を
も
っ
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
す
る
だ
め
に
行
う
も
の

戸
Ｌ
ヰ
プ
Ｃ

40
』n

鵯U

、．

壮
年
体
力
テ
ス
ト
と
は

皇

、

、

、

、

､
、
、

、

Ｆ
「
Ｕ

句
、
』

昨
『
Ｊ

向
く
⑫

、
、

言一一､<さ
30 )0

n店

ごa，弓
竺U

旦一
、

５
９

４
４

０
４

４
４

５
９

３
３Ｌ

虻

０
４

３
３

０
４

５
５

55

I
RQ

30 35 40 45

34歳39 44 49

Ｆ
Ｄ
ｑ
，

Ｆ
３
月

50
1

Ｊ
４
－

Ｆ
ｈ
Ｊ

恥
折
り
し
も
車
窓
を
旅
か
た
た
い
て

Ⅲ
ｉ
お
－
Ｇ

Ｊ
１
Ｖ
非
Ｉ
外

州
「
昔
は
、
雨
の
日
は
鎌
が
切
れ
る
と
い

柵
っ
て
、
山
の
下
刈
り
を
や
っ
た
も
ん
だ
〕

叩
た
い
せ
つ
な
広
葉
樹

川
以
前
、
薪
こ
り
を
や
っ
て
い
た
こ
ろ

Ⅷ
よ
く
通
つ
た
山
道
を
、
し
ば
ら
く
ふ
り

と
で
歩
い
た
“
く
も
の
巣
に
邪
魔
さ
れ
て

１
人
い
に
閉
口
し
た
“

ｗ
日
本
中
釣
山
か
ら
雑
木
か
な
く
な
っ

少
↑
し
ま
っ
た
の
で
、
鞭
木
山
を
ふ
や
す

》
連
動
を
、
真
剣
に
冴
え
て
い
る
人
め
こ

州
と
か
斯
聞
に
の
っ
て
い
た
、
マ
ヅ
ク
イ

州
山
内
発
咄
も
関
係
か
あ
る
と
い
う
こ
と

喋
岬
Ｌ
あ
っ
た
↑
“

叫
山
の
手
入
れ
に
は
、
そ
れ
な
り
の
雑
費

岬
か
か
か
る
か
ら
、
ど
う
’
二
↑
も
、
有
利

酬
な
松
、
杉
、
桧
か
ふ
え
て
し
ま
う
な

ｗ
か
い
間
続
い
て
き
た
、
哩
巣
樹
、
針
葉

州
樹
切
《
ハ
ラ
ン
ス
カ
二
二
三
十
年
く
ら

、

、

】

三

．

』

．

二

一

．

い

』

．

こ

二

二

三

．

二

一

．

二

〆

（

）

畠

⑳：

手

を

(8)

勉
強
家
で
知
ら
れ
る

と
先
輩
に
、
車
中
で
会

っ
た
時
の
こ
と
。

「
部
会
に
住
ん
で
、

、
然
を
守
ろ
う
な
ん
て

い
っ
て
い
る
述
巾
は
、

山
（
森
林
の
意
）
と
い

う
も
の
は
、
手
人
を
し

な
い
と
山
に
な
ら
な
い

の
に
、
開
発
阻
止
ば
か

り
い
っ
て
い
る
些

単
窓
を
雨
か
た
た
い
て

間

は
、
然
と
共
に

い
の
間
に
、
急
速
に
く
ず
れ
て
し
ま
つ
州

た
。

今
、
高
秋
市
の
平
畑
地
の
川
畑
が
、
卜

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
で
刷
っ
て
い
る
。
“

雑
木
山
か
少
な
く
な
っ
て
、
木
の
実
州

か
山
に
な
い
か
ら
、
里
の
作
物
を
荒
し
州

に
く
る
の
だ
ろ
う
と
も
い
わ
れ
て
い
る
．
州

人
間
、
動
物
、
杣
物
間
の
・
ハ
ラ
ン
ス
柳

か
、
人
間
の
手
に
よ
っ
て
、
経
済
性
の
州

追
求
と
い
う
目
的
の
た
め
に
く
ず
れ
て
州

芸
」
デ
」
い
つ
ｅ
・

自
然
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
、
目
映
聯

の
節
理
と
い
う
か
、
水
の
間
の
人
間
シ
風

自
然
の
か
か
，
わ
り
合
い
を
基
本
に
、
受
恥

け
身
で
な
く
、
前
向
き
の
姿
勢
が
あ
っ
州

て
こ
そ
と
、
体
で
感
じ
て
い
る
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）
州

章 55コ

享 年オ
ミ 8二
､ 月ユ
ミ 大リ
冬 荷ヘ
ミ 田ユ

ミ に リ

竜 て科

用9



識
叩
噸
濁
認

２

か
り
む
勺
浜

轆
げ
に
，
㈹
赤

市日
「
妙
法
寺
過
去
帳
」
は
、
元
禄
七
年

恥
（
エ
ハ
几
Ⅲ
）
「
妙
正
止
剛
五
日

３
成
沢
村
」
「
妙
願
二
月
Ⅲ
日
高
萩

罹
新
母
」
で
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
か

師
ら
間
も
な
く
妙
法
寺
は
、
久
慈
那
成
沢

８

村
（
日
立
市
成
沢
町
）
に
移
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
妙
法
寺

弗
の
経
営
は
苦
し
か
っ
た
よ
う
て
あ
る
。

寺
内
除
地
が
「
五
石
六
斗
六
升
六
合
」

あ
り
、
百
姓
旦
那
「
三
拾
人
」
か
い
た

「
妙
諏

赤浜妙法寺過

ロ ？，

蒜弓

史

、み
、
く

厳

命
十Ｖ

，
ｑ

も爺
に
，
㈹

「
妙
法
寺
過
去

二
六
几
Ⅲ
）

函
沢
村

も
一

ー

去帳

（六十五）

志田諄一

｜
己

一
三

区

な
ど
に
は
手
が
ま
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ

れ
に
旦
肌
は
尚
萩
よ
り
も
、
北
茨
城
市

の
各
地
に
分
故
し
て
い
た
ら
し
い
の
で

寺
院
の
維
持
に
柚
他
的
に
協
力
す
る
こ

と
も
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

元
禄
血
年
二
六
几
一
二
二
月
二
十

八
日
に
、
妙
法
寺
卜
凹
枇
の
日
遙
が
亡

く
な
る
と
、
寺
は
急
激
に
解
体
し
て
い

く
。
日
遙
は
経
典
を
「
二
千
四
，
三
十

余
部
」
も
読
調
し
た
人
物
な
の
で
、
有

徳
の
僧
だ
っ
た
ら
し
い
”
寛
政
元
年

二
七
・
八
九
）
の
大
高
山
宝
塔
寺
の
鐘

銘
に
は
、
初
め
妙
法
寺
と
号
し
、
開
基

は
日
弁
で
嘉
永
元
年
に
草
創
、
そ
れ
以

来
年
す
で
に
遠
く
、
「
堂
宇
よ
う
や
く

荒
廃
」
し
た
の
で
十
六
世
日
英
上
人
の

ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｊ
ハ
Ｕ
Ｆ
Ｄ
ハ
Ｕ
反
Ｊ
ｎ
Ｕ
Ｆ
Ｄ
ｎ
Ｕ
眞
Ｊ
ｎ
ｖ
仔
、

ｎ
ｏ
Ｑ
Ｕ
辱
』
ワ
ー
お
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｅ
ｕ
Ｅ
Ｊ
４
４
“
等
句
Ｊ

壮
年
体
力
テ
ス
ト
の
柴
計
を
グ
ラ
フ
て
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
み
て
と
れ
ま

に
表
す
と
こ
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
す
。

昭
抑
五
１
１
年
度
の
全
脚
平
均
と
今
こ
れ
は
、
日
常
生
活
の
中
で
、
手
作

川
の
高
戸
地
区
と
の
対
比
で
あ
り
ま
す
業
に
従
事
す
る
時
間
が
多
い
の
に
対
し

が
、
一
つ
気
づ
く
一
一
と
は
、
男
女
と
も
全
身
連
動
を
す
る
機
会
の
少
な
い
｝
一
と

掘
力
は
ｋ
回
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
垂
を
示
し
て
い
る
し
“
｜
思
い
ま
す
．

値
と
び
は
、
ほ
ぼ
全
年
齢
層
に
わ
た
つ
筋
力
は
劣
っ
て
い
な
い
に
も
カ
カ
＃

‐
迦
つ

三

三

三

三

一

三

三

三

三

三
三
一
一
一
一
三
三

三
三
三
三
一
一
一
一
一
三
三
一
一
三
三
一

三

三

三

三

三

一

三

三

一

一

三

三

三
一
一
三
一
一
一
一
三
一
一
三
三
三

三
三
一
一
一
一

三

三

一

三

一

一

三

一
三
一
三
三
一
一
一
一
二

三

三

三

三

三

三

ｍ

が
、
こ
れ
だ
け
で
は
仏
僻
の
生
椚
を
緋
と
き
、
閲
山
公
の
命
に
よ
り
元
様
中
、
川

荷
す
る
の
か
や
っ
と
で
、
地
物
の
修
即
今
の
地
に
秘
し
、
宝
塔
寺
と
称
し
た
と
Ⅲ

な
ど
に
は
手
が
ま
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
あ
る
。

得く

、
’
も

、、
、

．
、
、
●

○

ｰ、

界ノ

〉

）

日
立
市
成
沢
の
宝
塔
寺

戸
「
》
ｎ
ｕ
〉

４
４

０
４

』
’
ひ
一
ひ

30 35

}4歳 39

０
４

４
４

ｂ
ｑ

『

ゾ

ー

か

ら
ず
、
そ
詮
バ
ネ
の
一
了
Ⅲ
１
１
１
１
‐

よ
う
に
使
い
一
一
な
す
（
筋
一
か

肉
の
収
縮
速
度
を
高
め
一
函

る
）
’
一
と
が
で
き
な
い
一
”

と
い
う
結
果
に
で
て
い
一
み
う

る
た
め
、
静
的
、
動
的
一
隷
持

筋
力
の
》
ハ
ラ
ン
ス
の
と

だ
幸

．

ｐわ牛

れ
た
筋
肉
の
発
達
か
望

か
手

ま
れ
ま
す
。

今
回
の
高
戸
地
区
は

総
合
的
な
得
点
を
み
る

一

び

、
Ｌ一

と
、
ほ
ぼ
全
国
平
均
と

一

雌
由
〈

一
［
ｐ
Ｈ
惟
刷
鵬

力
ひ
つ
字
」
い
士
士
｛
９
．

ど
ん
な
環
境
に
あ
る

一

種

後

い

、
ｌ
－
Ｉ
ｒ
一
Ｋ
“
‘

人
で
も
健
康
で
あ
り
一
一
ス

蝋
か
な
活
動
力
を
も
つ
一
一
テ
⑩

て
い
る
こ
と
が
大
切
で
一
‐
Ｉ
’

す
。
壮
年
体
力
テ
ス
ト
は
、
そ
の
結
果

に
紫
づ
い
て
ｎ
分
に
適
し
た
述
動
を
規

則
正
し
く
行
い
、
体
力
を
保
持
哨
進
し

て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

反復横

（敏しよ

からだをすみやかにヨ

す能力をみる

とび

う'性）

’

壮
年
体
力
テ
ス
ト
は
、
三
卜
歳
か
ら

六
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
健
康
な
男
女
を
対

象
と
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
健
康
状
態

、
、
，
咋
却
へ

を
確
か
め
て
か
ら
受
け
る
も
の
で
曲

し
よ
う
性
、
瞬
発
力
、
筋
力
、
巧
徽
性

持
久
性
の
五
種
Ｈ
に
つ
い
て
テ
ス
ト
を

ｌ
）
ま
す
。

町
内
会
、
企
業
そ
の
他
の
団
体
で
三

十
人
以
上
の
参
加
の
あ
る
場
合
は
、
随

時
実
施
し
ま
す
め
で
、
詳
し
く
は
、
市

民
体
育
館
（
電
話
３

２
５
５
２
）
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

壮
年
体
力
テ
ス
ト
を

し
て
み
ま
せ
ん
『
か

垂直

（ |隣発

握

（筋

ジグザグ|

（巧徹

急

（持久

。

I舜間的に強い力を出｜

連動する能力をみる『

と び

ノノ）

力

力）

| jブ几

性）

歩

′ド'2）

善
意
あ
り
が
と
う

○
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
ク
リ
ス
マ
ス
”
ハ

テ
ィ
ー
実
行
委
貝
会

子
供
会
へ
一
三
、
○
一
一
円

○
朝
日
〃
ｊ
供
会
Ⅱ
川
名

身
障
者
へ
一
○
、
○
○
○
円

○
柴
Ⅲ
き
み
さ
ん
Ⅱ
大
祁
町

社
会
福
祉
へ
一
、
八
一
○
円

○
祉
山
順
恵
き
ん
Ⅱ
安
良
川

歳
末
助
け
合
い
へ
一
○
，
○
○
○
円

○
聖
徳
保
育
園
職
員
一
同

歳
末
助
け
合
い
へ
五
三
九
○
○
円

○
水
一
戸
信
用
黄
門
会
高
萩
支
部

身
障
者
へ
三
○
、
○
○
○
円

(2）

！
(3）

筋肉グ)力の強誉を
呂
口

‐
メ

詞
竺
．

……-",､『蘂…,二‘戦=" ｜
かせる能力をみる。

･ ･ ･“．強い連動を長い時間続け ’

られる能力をみる。
U

－ －－ I

(4）

| （5）
命
’
し

I
1
－一一-------

(9)
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坐
り、

戸些

文
化
の
時
代
と
い
わ
れ
る
現
今
、
本

巾
に
歴
史
学
者
の
三
笠
宮
崇
仁
親
士
殿

下
を
お
迎
え
し
て
、
世
界
史
化
の
発
祥

地
、
占
代
オ
リ
エ
ン
ト
に
つ
い
て
文
化

満
演
を
お
願
い
し
、
Ⅲ
界
文
明
の
源
流

に
つ
い
て
の
理
解
と
巾
近
叩
へ
の
間
心

を
高
め
る
と
と
も
に
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー

ト
を
迪
じ
て
、
余
暇
の
仙
全
利
川
を
側

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

次
の
日
催
で
、
御
洲
旗
と
ア
イ
ス
ス

ケ
ー
ト
満
習
会
を
州
雌
い
た
し
ま
す
の

で
、
巾
氏
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
参
加
を

》

一

三
笠
宮
崇
仁
親
王
殿
下
を
お
迎
え
し
て

文
化
講
演
と
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
講
習
》
叩

℃
ひ
Ｐ
、
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・
．・

画
・
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・
壱
・
・
・

、
・
・
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‘
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、
、
、
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画
．
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．
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画
・
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。
・
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星

…
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・
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・
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・
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坪蜂←､＝ 三 常,－お－日ァてⅧ1 白m,9&
＝ た ",:E IM1 ,%'/i午ｲ ［一 巡4 !淵程い
三ず，研ぃネリ〈 |)ij ス _，時油 し

春浅し ＝ね3合ビ9 ス ！ '「 ま ま
三 〈 ’ せ I ｜ ' ､トケ 代で3 す安良川の台地は、この所小学校の板舎が新らし’ 。
三だ2はチ30 1 エヘ川

く建て言えられ、カラフルな屋根の住宅も大分増 ＝ 、ガ分 l、三 さ 1 ジ , |j 30

え、総社ﾉ Ⅶ番宮の千古の森とは対照的である。舂 三い 1 , |j l 7fJ " , i& ブ史上I
はまだ浅く、 EB国を渡る風は冷だかつたが、もう 三 <' 1 役テ・ ら料 I、 化の三

僻道には蕗のとうも出はじめ、舂はそこまで来て 三 内 ’11 ン 12会 丈会′|ニ
ー

細企、一｜|､ﾘミ ｜ﾘ｜航後いるのだ。 二
三

2 1 1 1 1 1 ま 3 に一2絵と文伊藤龍馬 三
三 4 1州I で川 つ 時
三

,Ⅲ ,Ⅱ, , , , ,川 Ⅱ, , , , , , , , , , , , , , , , , , , ' 'Ⅱ' ' ' ' ' ' 'ⅡⅡ'ⅡⅡ ' '川 ' ' , ' ' 川' ' ' ' ' 'Ⅱ' ' ' ' Ⅱ川' ' ' 'Ⅱ' l l lⅡ 'ⅡⅢ'' ' ' ' ' ' 'ⅡⅡ Ⅱ'Ⅱ' l l lⅡ川 ' ' ' ' ' ' ' ' ' I5 5" 31 い か
ー

C

瀞
詞
夛
弐
刃
剃
舅
。
叶

一
生
徒
募
集
一
員

く
Ｉ
へ
ｖ
〃
ハ
砿
Ｉ
ｖ
Ｈ
ハ
ー
ハ
ゾ
Ⅱ
八
邪
Ⅱ
八
Ｖ
八
Ｖ
八
Ｖ
。
八
Ｖ
八
Ｖ
人
Ｙ
Ａ
ｖ
１
、
ｙ
ヘ
Ｙ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｖ
Ａ
眺
捧
《
１
ノ
』

体
″
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
岫
式
○
主
鮮

テ
ニ
ス
数
幸
を
開
樅
す
る
た
め
、
生
徒
１
１
１

舅

を
弊
紫
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
一
三

エ

く
だ
さ
い
。
ゞ
ｒ
ｌ
Ｘ

ｏ
Ⅱ
尚
４
月
喝
。
Ｈ
・
脂
・
肥
・
岨
．
尚
蔽

別
・
加
・
鰹
・
閉
Ｈ
の
９
Ⅱ
叫
同

作
を
実

ｒ
Ｗ
９
叶
か
ら
皿
時
で
今
主

ノ
ｌ

○
会
場
』
Ｍ
状
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
是
非
お

○
対
象
一
般
叫
女
な
お

○
参
加
悦
一
八
○
○
川
（
傷
害
保
陥
持
参
く

を
含
む
）
○
期
日

口 ○
申
し

楽しく気軽に利用できるあなたの
， ！！

ための施設一勤労青少年ホームー

お蕊し獺ら蕊せ

国民健康保険証の検認勅')j-背少年ホームは、 ' l]

は勤務する25歳未満グ)|勅〈

詳川や､ 1' | ' |淵｣つ． < ' )が楽し

1人でもクゞルーフて･もIE|｣坪

のための施設ですハ

1に届{ E、また

青少年の余暇

《筑怪にでき

L－③祝〕 ′直土／－
－ﾃも､圭プ fナ・子幸

保陥祉の|ﾉ､l'行二を雌,忍する

ため、 3 1123Hから検{i,#を

実施します罰(検,i,21 1 1t' , !はju

報をご覧ください）| |跡総禾煕,を受けr《迩耆‘、
利用時間は、 9時～21時（ただ．し口|曜

口は17時）て･す。

休館日は、 月曜日、 ’五l氏の祝FI 、年末

年始です。

| |鍼謀職′壷＝"_"’峰”
動や符仲行事の開催等、 自由に参加する

ことかできます。

征週、 ﾃﾆｽ、バドミン|、ン､ 卓球､

/＜レ ボ ル、社交夕ゞンス、 フォークギ

ダ．－の各クラブか楢動しており会貝を募

集に|'です。（クラブゞ、サークル糸ili成なと←相

談‘受けます）

只今､4月からの受講生を募集

★募集する教室

込
み
３
月
鋤
日
か
ら
４
月
８

日
参
加
費
を
添
え
て
巾
災
体
育
館

へ
ど
う
ぞ

○
主
催
巾
教
育
委
員
会

可
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｘ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ゴ

ー
三
歳
児
健
康
診
査
一

エ
ヱ

ダ
ー
Ｋ
Ｘ
Ｘ
Ｉ
１
１
Ｘ
“
Ⅱ
“
Ｘ
１
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｘ

尚
萩
保
腱
所
で
は
、
三
歳
児
朏
康
診

介
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
該
当
児

で
今
ま
で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
″
は
、

是
非
お
い
川
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
〃
〃
Ｉ
他
眼
下
帳
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

○
期
日
師
年
３
月
鋤
日

人口と世帯

IMIl l比

32 ,903 (+11)

16 ， 1 32 (+1)

16 ． 771 （＋10）

9 ．648 （＋6）

（57年2月1日現在）

｝

（
〈
‐
》 Ｊ

吋

０

，

虹
男
女
畦Ｉ

4月の日曜当番医 ○
受
付
期
間
午
後
１
時
か
ら
２
時

○
会
場
高
萩
保
健
所

○
該
当
者
昭
和
弱
年
３
月
か
ら
弘
年

２
川
生
ま
れ
の
三
股
児
（
今
ま
で
に

雌
診
し
て
い
な
い
方
）

4 日 ｜ﾉ､l l l l Jiｳi ljt

" ,!fb 医 院
l lH

| ･ li 医 ｜塊

Iに イl l li l」 (2)2137
孜室名曜日寡集人員則｝ 間

茶道 火 20人
4月～9月

省 イ､｣ 水 20 時間はいずれ

料‘‘小金甥と午後6 : 3，いけ化 金 ～8 ： 30
雪道 木 20

数室名

茶道

櫛 イ､」

料． 」Fl l！
卜 ↓

(丁イ

火 #| ｜ ｜Ⅲ 2)2235

１
６
２

浬
６
０

粥
２
２

他
３
２ｊ

ｉ
２ｉ

| ‐ ’ （川ﾉk部

'8日 |拙 ＃唾 咲 院
25H|{| 燗 院25H

k fI I I II

数幸の申込は、 3月25日附までにI吟[披

勤労青少年ホームで子統して〈だ善い。

若人の健全な余暇i舌動は勤労fj:少年ホ

ームで･ル･ -〕ぞ〃 TEL(g)7177

叩 本 |HI I (3)171 1

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです‘
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